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萩谷　宏

１．著書　　　　　　　　７(３)件

２．訳書　　　　　　　　１(０)件

３．学術論文　　　　　　２(０)件

４．紀要　　　　　　　　１(０)件

４．研究発表　　　　　１４ (３)件

５．映像　　　　　　　１１(３)件

６．展示制作　　　　　　１(０)件

７．査読なしの印刷物　　７(３)件

１．著書 

◎（１）新しい高校地学の教科書　ブルーバックスB1510　講談社　2006.2　pp.48-81, 150-177.

　　　（7名による共著、２章、５章を杵島正洋と共同執筆。）

◎（２）「理科年表ジュニア　第二版」　理科年表ジュニア編集委員会編　丸善　2003.3　pp.190-205, 216-220

　　　（19名による共著：地球科学部の責任編集と10項目の分担執筆） 

◎（３）「理科総合B」　高等学校教科書　三省堂　2003.4　(2002.3.20検定済) pp.52-61

　　　（17名による共著：「2-3生物の移り変わり」と地学分野の構成を担当） 

（４）「親と子の行動図鑑　恐竜の探検館」安生　健監修　世界文化社　2002.7 pp.126-143　

　　　（9名による共著：地球関係の項目を担当）

（５）「安全の事典」　丸善　2002.3

　　　（共著：「地学野外実習の安全」の項目を担当）

（６）「水と空気の１００不思議」左巻　健男編　東京書籍　1997.5　pp.46-49

　　　（36名による共著：地球の水の量、他惑星の水の２項目を担当） 

（７）「恐竜と絶滅した生き物－おおむかし大図鑑」濱田　隆士監修　世界文化社、1993.12

　　　（9名による共著：地球関係の項目を担当）

２．訳書

（１）David Norman; The Encyclopedia of Dinosaur, Salamander Books Ltd. 1985, “動物大百科・別巻・「恐竜」”　濱田　隆士監訳　平凡社　1988.5, pp.220-239（共訳：翼竜・魚竜・首長竜の項目を担当）

３．学術論文 

（１）清野聡子・渡辺宗介・萩谷　宏・池内幸介・猪内　学・木村　宰・峠井正雄・外山　大・松本泰輔・宇多高明・石川仁憲;“学際学科における海岸実習－お台場人工海浜の自然的・社会的仕組みを学ぶ”, 海洋開発論文集15　1999.5

　　（共著：海岸砂の組成及び形態の記載を担当。） 

（２）A. P. Nutman, H. Hagiya and S. Maruyama;”SHRIMP U-Pb single zircon geochronology of a Proterozoic mafic dyke, Isukasia, southern West Greenland”,  Bulletin of the Geological Society of Denmark, vol.42, 1995, pp.17-22. 

　　　（共著：ジルコンの検出と、産状及び岩石の記載部分を担当。） 

４．紀要

（１）佐野晋一・萩谷　宏;“ハンディサイズの偏光板を利用した鉱物観察実習の展開例”,福井県立恐竜博物館紀要, Vol.１, 2002.6, pp.134-139 

　　（共著：大学での偏光板と鉱物標本を用いた実習の紹介、鉱物の光学的異方性の説明を担当） 

５．研究発表

◎（１）萩谷　宏：「島の水循環の保全・再生のネットワークの提案　－南太平洋における野外での水環境学習の一例」2007.12.2　第一回アジア・太平洋水サミット　オープンイベント11　別府。

◎（２）萩谷　宏：「科学教育番組制作と連動した地学の授業展開」2005.7.6 全国大学IT活用教育方法研究発表会（東京）予稿集p112～p113

◎（３）萩谷　宏：「工業大学に地学教育は必要か　－フィジー諸島共和国における自然体験実習の試み」2004.5.9　地球惑星科学関連学会2004年合同大会（千葉）

（４）萩谷　宏：「放送メディアの地学教育における可能性」2001.10.14　地学教育学会公開シンポジウム「地学教育とその情報化への対応」（東京）

（５）萩谷　宏：「沈み込みによって表層から除去された縞状鉄鉱の役割と量的推定」2001/9/22　日本地質学会第108年学術大会（金沢）

（６）萩谷　宏：「縞状鉄鉱生産の量的見積もりとその地球史的な意義」1999/11/15　日本惑星科学会秋期講演会（仙台）

（７）萩谷　宏：「変成堆積岩の微量元素組成による後背地解析」1998/9/26　日本地質学会第105年学術大会（松本）

（８）萩谷　宏：「表層酸素の大量消費者としての縞状鉄鉱と上部マントル」1998/5/26　地球惑星科学関連学会1998年合同大会（東京） 

（９）萩谷　宏：「微量元素から見た東北日本の変成堆積岩の原岩堆積場」1997/10/11　日本地質学会第104年学術大会（福岡）

（10）萩谷　宏：「日立変成岩の内部構造と全岩化学組成」1996/4/3　日本地質学会第103年学術大会（仙台） 

（11）萩谷　宏：「南西グリーンランド・イスア地域に貫入するノーライト質岩脈の起源と原生代初期の岩脈群に共通する特徴」1994/3/21　地球惑星科学関連学会1994年合同大会（仙台）

（12）萩谷　宏：「初期地球表層環境についての地質学的情報」1992/7/23　第一回　惑星科学フロンティア・セミナー（草津）

（13）萩谷　宏・丸山茂徳：「南西グリーンランド・イスア地域に貫入する高Mg安山岩質岩脈の組成と分化」1992/4/5　日本地質学会第99年学術大会（熊本） 

（14）萩谷　宏：「大陸地殻のリフティング－日立変成岩の起源」1990/10/6　日本地質学会第97年学術大会（富山）

６．映像

◎（１）ＮＨＫ映像科学館　ＮＨＫ教育　2003.9～2004.1放送分　監修(6本)、番組委員。

◎（２）ＮＨＫスペシャル「南極」 ＮＨＫ総合　2003.8放送　エレバス火山と大陸移動CGの制作協力

◎（３）デジタル教材「南極」　ＮＨＫ教育　2003.3, 2003.8, 2003.12放送　企画・監修（全13本）

（４）地球大紀行DVD　2002.5　ＮＨＫソフトウェア　特典映像企画･監修(全12本)・制作(#9-#12の4本)

（５）科学大好き土よう塾　2002.4　石のできかた　ＮＨＫ教育　制作協力、ロケ及びスタジオ監修

（６）ＮＨＫ科学デジタル質問箱　第１回～第40回　ＮＨＫ教育　2000.4～2002.3　監修

（７）高校講座「地学」　2001.9-10放送分　ＮＨＫ教育　北米ロケ制作協力（アドバイス）

（８）地球ふしぎ大自然　2001.5　ＮＨＫ総合　アマゾン地域の変遷史　CG及びナレーション監修

（９）ＮＨＫジュニアスペシャル　第１回～第40回　ＮＨＫ教育　1998.4～2000.3　監修、

第28回～第40回　企画・シリーズ構成

（10）しらべてサイエンス　－動く大地の物語(1998.9-10放送分)　ＮＨＫ教育　出演及び監修

（11）デジタル不思議ボックス　1999.8.21放送　ＮＨＫ教育　VTRクリップ監修

７．展示制作

（１）佐久市子ども未来館　2001.3開館　地球史・岩石・鉱物関係の展示制作・CG制作監修

８．査読なしの印刷物 

◎（１）萩谷　宏：「石の話」Rika Tan（理科の探究）2008年1月号～3月号　星の環会　2008.3

◎（２）萩谷　宏：「フィジー諸島共和国における自然体験実習　～異文化の中で学びの意味を問い直す」教育年報第１４号、pp.127-132　2004.3　武蔵工業大学

◎（３）萩谷　宏：“砂粒からのメッセージ”, FRONT, 財団法人リバーフロント整備センター, 2003.6, pp.14-16

（４）萩谷　宏、土居　浩、川又俊則、斉藤俊之：「学びの基礎能力養成のために　－「大学での教養教育を考える会」の取り組み」教育年報第１３号、pp114-120　2003.3　武蔵工業大学

（５）萩谷　宏：“砂粒からみた海岸”, FRONT, 財団法人リバーフロント整備センター, 2000.7, pp.16-17

（６）萩谷　宏：“「日本の鉱物」展示解説”, 日本の鉱物, 東京大学教養学部自然科学博物館, 1996, pp.6-21

（７）萩谷　宏：“初期地球環境についての地質学的情報”, 1992惑星科学フロンティア・セミナー講演収録, 1993.3, pp.46-65 

